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4ディアスポラ研究会の今年度第５回例会「日本から『北』に帰った
人の物語」が、学部企画として以下の通り開催された。
「北」に帰った人とは、1959 年からの北朝鮮帰国事業により、日本
から北朝鮮（朝鮮民主主義人民共和国）に渡った人々を指す。その 9
割以上が朝鮮半島南部の出身で、いわば異文化への二重の移住を体験
した。朝鮮半島の分断状況の長期化により、それは家族・親族が韓国・
日本・北朝鮮の 3ヶ所に分断されたことを意味する。
近年、その中から第三国を経て日本に戻ってきた人々が 200 人あま
りいると伝えられる。日本語教育、母語保障、住居・就職など生活面
での支援、アイデンティティ問題へのケアなど、幅広い対応が求めら
れている。
この学部企画では、前提として北朝鮮帰国事業開始当時の熱気を示
す劇映画を観たあと、実際に日本から北朝鮮へと渡り、近年脱北した
韓錫圭さんから、生々しい体験談を伺った。あわせて脱北帰国者の支
援に携わっている小牧美和さんから、活動内容を語っていただいた。
講演者の身の安全を考え、例外的に事前申込みによるクロウズドの形
で行なったにもかかわらず、東京女子大学、日本女子大学、慶應大学、
同志社大学の学生をはじめ、おもに学外から 30 名を超える参加者が
あり、この問題への関心の高さが示された。
北朝鮮に生まれ、その後、第三国を経て日本に暮らす人々が大学に
入学するケースも、すでに本学をはじめ、いくつかの大学で実際に起
きており、なかには関西学院大学、青山学院大学、明治大学などのよ
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5うに、こうした人々を対象に入試の特別枠を設ける大学も生まれてい
る。その意味でも、脱北して日本に戻った人々が置かれた境遇につい
て知り、彼らに学びの場をはじめ、生活上のさまざまな機会を保障し
ていくことが求められており、その必要性をよりいっそう痛感する場
となった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●日時：2012年1月21日（土）　14:00 ～ 17:30
●会場：ボアソナードタワー　0300教室
●映画上映：望月優子監督『海を渡る友情』（1960年、東映）
　　　　　　北朝鮮帰国を主題にした教育映画で、加藤嘉、水戸光子、
中村雅子などが出演
●講演：韓錫圭さん
　　　　『日本から「北」に帰った人の物語』（新幹社）の著者
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